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国家戦略として取り組む認知症医療 

～認定認知症領域検査技師に期待される役割～ 
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は じ め に 

 日本に認知症患者は 462 万人と報告され、国家

戦略として認知症対策に取り組むことが打ち出さ

れている。数年前から全国に認知症疾患医療セン

ターが設置され、早期診断、鑑別診断機能が期待

されている。2012 年 4 月から、髄液中タウ蛋白

がクロイツフェルトヤコブ病(CJD)を、髄液中リ

ン酸化タウ蛋白が認知症を対象として保険収載さ

れた。そのため、臨床検査技師が認知症診断に直

接関与する検査を行うことが可能になった。その

他、認知症の病態把握に役立つ検査や治療評価に

有用な検査も多くある。これからは認知症医療の

現場で臨床検査技師が診断、治療効果判定に役立

つ検査を積極的に行う必要がある 1)。そこで、日

本臨床衛生検査技師会と日本認知症予防学会とが

共同して認定認知症領域検査技師制度を開始した。

本稿では、これからの認知症医療に期待される認

定認知症領域検査技師の役割と今後の課題につい

て述べたい。

I．認知症診断や治療に役立つ具体的な検査法 

1. 髄液中タウ蛋白と髄液中リン酸化タウ蛋白の

測定

2012 年 4 月から、髄液中タウ蛋白が CJD に、

髄液中リン酸化タウ蛋白はアルツハイマー病(AD)

を含めた認知症を対象として保険収載され 680 点

がついた。ELISA 法で測定可能なため医療機関

の検査室で測定でき、外注検査でも可能である。

タウ蛋白は AD で上昇するが、CJD でも上昇し、

その上昇の程度が AD よりも顕著であり診断に有

用である。リン酸化タウ蛋白は、AD 以外の認知

症では一般的には上昇せず、AD に特異的に上昇

を示す(図 1)。リン酸化タウ蛋白は、他の検査で

異常を示さないような軽度認知障害(MCI)レベル

でも上昇を示し、早期診断に有用である。今後の

展開としては、血液中でのバイオマーカーの開発

が期待される。我々のグループは髄液中トランス

フェリンの糖鎖異常が AD の早期診断に役立つこ

とを報告し 2)、さらに同様の変化が血液中でも起

きていることを見出している。

2. MRI 検査

これまで脳の画像検査である CT は放射線技師

の業務独占であったが、MRI は放射線ではなく磁 
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図 1 髄液中の p-tau181 

 

 

 
図 2 動脈硬化があると A42 が溜りやすい 

 
 
 

 

図 3 AD 重症度と中大脳動脈 /  

  内頸動脈 平均血流比 
 
 

気を使うため、臨床検査技師が施行できる。MRI

は AD では海馬の萎縮を意味する側脳室下角の拡

大を認め診断に役立つ 3)。ただし、側脳室下角の

拡大が有意か否かの客観的な判定が難しい場合が

あるので、VSRAD(Voxel-based Specific Regional 

Analysis system for Alzheimer’s disease)という方

法で定量化するソフトも開発され、Z スコアとい

う数値で判断できるようになっている。 

3. 頸動脈エコーと頭蓋内エコー検査 

 血管性認知症は動脈硬化を基盤として起こるが、

近年動脈硬化を基盤としないと考えられてきた 

AD でも頸動脈エコーや頭蓋内エコーの重要性が

指摘されている。高齢者の AD では特に脳血管障

害の合併が多いと言われており、それによる脳血

流低下が AD 病変の進展に影響すると考えられて

いる。頸動脈エコーでプラークスコアが高いほど

髄液中アミロイド 蛋白(A 42)が低下しており、

脳内に A が蓄積しやすいことを示唆している(図 

2)。頭蓋内エコー検査では AD では脳血流低下と

重症度が良く相関することが分かった(図 3)4)。 

4. 脳波と DIMENSION の測定 

 通常の脳波では周期性同期性放電(PSD)を示す

場合 CJD の診断に役立つ。AD が進行すると、て

んかんを伴うことも多く、その診断に役立つ。近

年開発された DIMENSION という方法を用いる

と、認知症の早期診断のみならず治療経過を見る

ことができると報告をされている(図 4)5)。 
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図 4 DIMENSION(脳機能活性度マップ) 

( ①が患者のデータであり、注意域に入っていることを示す｡) 

 

5. NIRS(光トポグラフィー)の測定 

 認知症の診断において脳血流シンチ(SPECT)

は有用性が高い。MCI では SPECT で後部帯状回

の血流低下、AD ではそれに加えて側頭・頭頂葉

の血流低下がみられ、高い診断根拠となっている。

しかし、SPECT は放射線を使った方法であり、今

後の方向性としては光を使った方法である NIRS 

が期待される。現在 NIRS は脳の浅い部分の血流

は分かるが深部の血流までは見ることができず、

今後の機器の発展が期待される。 

6. 物忘れ相談プログラムと TDAS(タッチパネル 

  式認知症評価スケール)検査 

 認知症診断では記憶障害を主体とする中核症状

の存在を明らかにすることが不可欠である。それ

を短時間で検査できるスクリーニング方法として、

タッチパネル式コンピューターを用いた機器であ

る物忘れ相談プログラム(日本光電社製)を開発し

た(図 5)。本方法は音声と映像による対話形式で、

質問に答えながらゲーム感覚で検査を受けること

ができる。言葉や日時に関する質問、立方体を識 

 

図 5 物忘れ相談プログラム(日本光電社製) 

 
別する質問など合計 5 問で構成し、所要時間は約

3 分である。15 点満点で AD ではほとんどの例が

12 点以下であり、専門医への受診が望まれる。

感度 96%、特異度 97%と高い信頼性を示し 6)、更

なる利点として、質問者による差がない、ストレ

スが少ない、どこでも簡単に施行可能、などがあ

げられる。 
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 薬物治療や非薬物療法を行った前後での介入評

価法として TDAS を開発した。ADAS(Alzheimer’s 

disease assessment scale)という最も認知症治療評

価法として信頼性が高いスケールがある。しかし、

臨床心理士等の専門職が行う必要があり、所要時

間も約 1 時間と長く、臨床現場でほとんど用いら

れていない。そこで、TDAS は ADAS の欠点を補

うもので、タッチパネル式コンピューターを用い

るために臨床心理士等の専門職が居なくても可

能で、所要時間も約 20 分である。我々のグルー

プは、TDAS が従来からある ADAS とよい相関を

示すことを報告している 7)。 

 物忘れ相談プログラムと TDAS は、地域にお

ける認知症予防の取り組みで役立っており臨床検

査技師も病院内のみならず地域での活躍も期待さ

れる。 

II．今後の課題とまとめ 

 日本臨床衛生検査技師会と日本認知症予防学会

とが共同して認定認知症領域検査技師制度を開始

し、認知症医療に対応できる体制が整備されつつ

ある。このことから卒後教育は体制ができたが、

卒前教育はほとんどなされていない状況である。 

 鳥取大学医学部保健学科検査技術学専攻では、

2016 年から大学院修士課程で認知症予防学特論

と認知症予防学演習という講義枠を作り、卒前教

育を開始した。しかし、大学院以前の卒前教育に

はまだ取り入れられていない。これから、増加の

一途をたどる認知症に対応できる臨床検査技師を

育成するための卒前教育の体制整備は急務と考え

る。 

 認知症診療に関わる各種検査に精通した臨床検

査技師の育成が必要である。 
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